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『教育資金贈与信託 契約数前月比の約２倍に』 
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一般社団法人信託協会（会長若林辰雄）は、今般、平成２５年６月末の教育資金贈与信託の受

託状況をとりまとめ発表した。教育資金贈与信託の契約数は１８，２０６件（前月末比８，４８

９件増、８７．４％増）、新規設定額合計は１，２４６億円（前月末比５６６億円増、８３．２％

増）となっている。開始直後の４月末時点で契約数は３，７９７件、新規設定額合計は２４２億

円、同じく５月末時点での契約数は９，７１７件、新規設定額合計は６８０億円と推移した。取

扱い開始以来、３ヶ月間経過で多くの関心が寄せられていることがわかる。教育資金贈与信託と

は、孫等の教育資金として祖父母等が信託銀行等に金銭等を信託した場合に、１，５００万円を

限度として贈与税が非課税になる信託。ただ、いくらいくらいくらいくら孫孫孫孫のためとはいえのためとはいえのためとはいえのためとはいえ、、、、教育資金教育資金教育資金教育資金のののの贈与贈与贈与贈与でででで自分自分自分自分

のののの老後老後老後老後のののの生活設計生活設計生活設計生活設計にににに影響影響影響影響がががが出出出出てしまってはてしまってはてしまってはてしまっては本末転倒本末転倒本末転倒本末転倒となるとなるとなるとなる。。。。最低最低最低最低でもでもでもでも平均余命平均余命平均余命平均余命までのまでのまでのまでの生活費生活費生活費生活費のほのほのほのほ

かにかにかにかに、、、、介護付介護付介護付介護付きききき老人老人老人老人ホームホームホームホームのののの終身利用権終身利用権終身利用権終身利用権をををを取得取得取得取得できるできるできるできる資金資金資金資金をををを残残残残しておくべきでありしておくべきでありしておくべきでありしておくべきであり、、、、複数複数複数複数のののの孫孫孫孫にににに

贈与贈与贈与贈与するするするする場合場合場合場合、、、、節税効節税効節税効節税効果果果果ばかりをばかりをばかりをばかりを考考考考ええええ、、、、年齢年齢年齢年齢やややや在籍在籍在籍在籍するするするする学校学校学校学校によってによってによってによって金額金額金額金額にににに大大大大きなきなきなきな差差差差をつけるとをつけるとをつけるとをつけると、、、、

相続時相続時相続時相続時にににに孫孫孫孫のののの親同士親同士親同士親同士がががが争争争争うううう原因原因原因原因になりかねないのでになりかねないのでになりかねないのでになりかねないので、、、、これらのこれらのこれらのこれらの点点点点もももも含含含含めてめてめてめて総合考慮総合考慮総合考慮総合考慮してしてしてして実行実行実行実行するするするする

必要必要必要必要があるだろうがあるだろうがあるだろうがあるだろう。。。。    

『制度開始から４年経過 裁判員裁判の実施状況－最高裁』 

最高裁判所によると、平成２４年１２月までに４，６７３人の被告人に判決が言い渡され、２

６，９５９人が裁判員を経験した。罪名別では、強盗致傷事件（１，０７８人、２３．１％）が

最も多く、次いで殺人事件（１，０４９人、２２．４％）、傷害致死事件（４３３人、９．３％）

と続く。 
裁判員裁判において審理日数で最も多かったのは、４日以内で、実に全体の５６．７％を占め

ている。裁判員裁判は、法律には素人の一般社会人の方を裁判員とする点で、裁判員の仕事は荷

が重すぎるのではないかとも思われるが、審理の内容について６割を超える裁判員が理解しやす

かったと回答している。また、７割を超える裁判員が十分に議論できたと回答している。そして、

実際実際実際実際にににに参加参加参加参加したしたしたした後後後後のののの感想感想感想感想としてはとしてはとしてはとしては、、、、選任前選任前選任前選任前はははは「「「「あまりやりたくなかったあまりやりたくなかったあまりやりたくなかったあまりやりたくなかった」」」」等等等等とのとのとのとの回答者回答者回答者回答者がががが５５５５割割割割をををを

超超超超えていたのにえていたのにえていたのにえていたのに対対対対しししし、、、、裁判参加後裁判参加後裁判参加後裁判参加後はははは９５９５９５９５％％％％余余余余りのりのりのりの裁判員裁判員裁判員裁判員がががが「「「「非常非常非常非常にににに良良良良いいいい経験経験経験経験とととと感感感感じたじたじたじた」」」」又又又又はははは「「「「良良良良

いいいい経験経験経験経験とととと感感感感じたじたじたじた」」」」とととと回答回答回答回答しししし、、、、裁判員裁判員裁判員裁判員としてのとしてのとしてのとしての職務職務職務職務にににに従事従事従事従事してしてしてして、、、、充実感充実感充実感充実感をををを持持持持ったことがったことがったことがったことが伺伺伺伺えるえるえるえる。。。。裁

判に携わる者として痛感するのは、事実認定の難しさである。その事実認定 

の難しさを、専門家である裁判官の助力を得ながら学んでいく裁判員裁判は、 

健全な市民を作り上げていく何よりの実践の場である。 

 


